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第16回気象庁数値モデル研究会 2025年12月12日 気象庁



背景：「2030年に向けた数値予報重点計画」

重点目標の一つ

• 豪雨防災

開発の方向性

• 豪雨防災の重点目標の達成に向
けた開発の方向性として、以下
の二つの大きな数値予報システ
ムの高度化がある

• キロメートル以下の高解像度局
地モデル

• 集中豪雨の不確実性を捕捉可能
なアンサンブル予報システム
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背景：「線状降水帯の予測精度向上に向けた取り組み」

• 気象庁は、令和２年７月豪雨において、
線状降水帯による大雨によって甚大な被
害が発生したこと、また線状降水帯によ
る特別警報級の大雨となることを事前に
予測することが困難であったことから、
線状降水帯の予測精度向上が喫緊の課題
であると認識

• 予測精度向上に向けた取り組みとして観
測・予測の強化を進めており、予測の強
化においては、「線状降水帯予測スー
パーコンピュータ」及びスーパーコン
ピュータ「富岳」も活用し、技術開発を
加速化

• これらの取り組みの大きな節目として、
令和7年度末には、局地モデル（LFM）の
高解像度化（2km->1km）及び局地ア
ンサンブル予報システム（LEPS）の運用
開始を計画
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線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ（第８回）資料より抜粋



「対流許容」（Convection-permitting）のモデリング

• LFM及びLEPSは「対流許容」（Convection-permitting）と呼ばれる
解像度

– 対流による鉛直輸送の一部を解像しつつも一部をパラメタリゼーション
で補う必要がある等、モデリング上の困難さがある。そのため、単純に
高解像度化すれば自動的に予測精度向上が得られるわけでなく、高解像
度モデルに応じた物理過程の改良も必要

– アンサンブルにおいては線状降水帯のようなメソ対流系の予測の不確実
性を捉えるための摂動のあり方の理解が必要

• 気象庁の領域数値予報システムの開発、大学や研究機関において
も非静力学モデルの発展とともに長年にわたる重要な研究開発
テーマであり続けている
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本研究会の趣旨

• テーマ：線状降水帯予測精度向上に向けた数値予報シス
テムの高度化

–（気象庁）LFM及びLEPSの開発について、その成果と課
題を紹介

–（大学や研究機関）メソ対流系のモデリングや予測可
能性に関する研究を紹介

–今後の線状降水帯等のメソ対流系の予測精度向上に向
けた研究開発や学官連携について議論したい。
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本日のプログラム
時間 タイトル 講演者

０(13:30--13:35) 開催挨拶 佐藤芳昭（気象庁総務部）

１(13:35--13:45) 趣旨説明 田中泰宙（気象庁情報基盤部数値予報課）

２ (13:45--14:45)  気象庁の領域数値予報システム高度化とその成果

２.１(13:45--14:15) 「局地モデル高解像度化開発の成果と課題」 沢田雅洋（気象庁情報基盤部数値予報課）

２.２(14:15--14:45) 「局地アンサンブル予報システム開発の成果と課題」 河野耕平（気象庁情報基盤部数値予報課）

休 憩 (14:45--14:55)

３ (14:55--15:55)  線状降水帯予測精度向上に向けた最新研究

３.１(14:55--15:25)
「ラージ・エディ・シミュレーションを用いた
対流系と境界層の乱流過程の研究」

伊藤純至（東北大学大学院理学研究科）

３.２(15:25--15:55)
「領域アンサンブルデータ同化を用いた
メソ対流系の予測可能性に関する研究」

南出将志（東京大学大学院工学系研究科）

休 憩 (15:55--16:05)

総合討論 (16:05--16:30)
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活発なご議論をお願いいたします


	Slide 1: 第16回気象庁数値モデル研究会 趣旨説明
	Slide 2: 背景：「2030年に向けた数値予報重点計画」
	Slide 3: 背景：「線状降水帯の予測精度向上に向けた取り組み」
	Slide 4: 「対流許容」（Convection-permitting）のモデリング
	Slide 5: 本研究会の趣旨
	Slide 6: 本日のプログラム

